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(論文内容の要旨)

本論文では､敦師なし学習および非線形ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞの-方法として考案された自己組織

化地図法(Selﾄorganizing Mapping; SOM)における代表点について､ﾕ-ｻﾞ-指走による

任意の個数を､均-に球面に配置する新規ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを考案するとともに､ﾃﾞ-ﾀの分

布に基づいて適切な代表点配置法を評価する方法を提案した｡さらに､実際に､遺伝子発

現量についての測定ﾃﾞ-ﾀに適用し､ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｵﾏﾃｲｸｽにおけるﾃﾞ-ﾀ･ﾏｲﾆ

ﾝｸﾞについての可能性を検討した｡

球面上に､均-に代表点を配置するための近似ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとして､多面体を基に三角

形による分割を進めていくことにより代表点を設走する多面体分割方式が-般に用いられ

ている｡この方法では､代表点は12,42,162,2562,10242,-,2+10 ･ 4Nのように代表点の個

数が決走されるため､ﾕ-ｻﾞ-が､例えば1000個に代表点を設走したいと希望した場合で

あっても､ 162個か2562個のいずれかの代表点の個数を選ばなければならなくなり､対象

とするﾃﾞ-ﾀ数あたりの代表点数を-走とする解析には適していない｡この点を改善する

ために､球面上の適切ならせんを設走し点の配置するｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを新規に考案した｡こ

れをらせん配置方式とよぶ｡らせん配置方式では､らせんにおける幅とらせん上の点の間

隔を均-とすることにより､球面上に代表点を均-に任意の個数配置することを可能とす

る｡

らせん配置方式と多面体分割方式において､代表点の個数を-走に設走し､任意の点か

ら他の点-の距離の分布の分散により､球面上における点の配置の均-性を解析したとこ

ろ､らせん配置方式における点の配置は､多面体分剖方式に比べてはるかに均-であるこ

とが示された｡また､平面上に代表点を配置した場合と球面に代表点を配置した場合とど

ちらがﾃﾞ-ﾀの分布に適するかを判定する方法を考案した｡

最後に､らせん配置方式による自己組織化法を枯草菌ﾏｲｸﾛｱﾚｲﾃﾞ-ﾀを例にﾊﾞｲ

ｵｲﾝﾌｵﾏﾃｲｸｽﾃﾞ-ﾀへの適用の可能性を検討し､発現ﾌﾟﾛﾌｱｲﾙによる遺伝子

分類に本提案方法が適することを示した｡



氏名 西尾泰和

(論文審査結呆の要旨)

平成17年12月28日に開催した公聴会の結果を参考に､平成18年2月20日

に本博士論文の審査を実施した｡以下に述べる通り､本博士論文は､本学位申

請者が､独立した研究者としてﾊﾞｲｵｲﾝﾌｵﾏﾃｲｸｽを中心とした分野で

工学的な研究開発括動を続けていくために必要な素養を備えていることを示す

ものである｡

西尾泰和は､本博士論文において､ [1]教師なし学習および非線形ﾏｯﾋﾟﾝ

ｸﾞの-方法として考案された自己組織化地図法(Selﾄorganizing Mapping;

SOM)における代表点について､ﾕ-ｻﾞ-指走による任意の個数を､球面に均-

に配置する新規ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ(らせん配置方式)を考案するとともに､ [2]ﾃﾞ

-ﾀの分布に基づいて適切な代表点配置法を評価する方法を提案した｡さらに､

[3]遺伝子発現量についての測走ﾃﾞ-ﾀに適用し､ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｵﾏﾃｲｸｽに

おけるﾃﾞ-ﾀ･ﾏｲﾆﾝｸﾞについての可能性を検討し､らせん配置方式による

SOMは発現ﾌﾟﾛﾌｱｲﾙから遣伝子の機能予測における基盤である発現ﾌﾟﾛﾌ

ｱｲﾙによる精密な遺伝子の分類法として有効であることを本論文で示した｡

本論文提案のらせん配置法式soMは､簡便で実用的であり､かつ新規性もあって､

情報科学とﾊﾞｲｵｲﾝﾌｵﾏﾃｲｸｽの境界領域の発展に貢献するものである｡

よって､本論文は､博士(理学)の学位論文としての価値があるものと認める｡


